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~クライエントとセラピストの「相互性」について~
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1 問題と目的:

心理療法では、セラピストとクライエントの「相互性J(相互作用)があると考えられる。

相互性の種類は様々である。「介入」とクライエントの受け止め、「転移」、「逆転移」など常

に影響しあっている。セラピストのクライエントへの「共感」、「受容」等も然りである。

本論文では、「アートセラピーにおける相互性」を問題にする。その理由は、臨床現場で、

筆者が非言語的相互作用を、大変必要としたことから始まる。話題がクライエントとセラピ

ストの問で進まず、気まずくなり、セラピーが進展しなかったため、コラージュ療法を「お

EいにJ作品を作り、見せ合うことでクライエントの回復が見られた(上淵、 2011)。

そこで、本研究では「言語的相互作用」ではなく「非言語的相互作用J(アートセラピー)

においてどのようにクライエントとセラピストが影響しあっているかについて論じる。

本研究で強調をしたいのは、筆者の方法が、クライエントとセラピストが「各々j作品を

作るという「相互性jだということである。マイペースで作品をお互いが作り、最後に見せ

合うことで、相互に影響を与えたり受け取ったりするものである。セラピストはクライエン

トのためにメッセージ性を大事にしながら作品を作る。さらにセラピストは作品を作成する

ときに「自己開示jを行うことになる。時にはセラピストも作品で発散することで、クライ

エントもおおらかに作品を作れるという「波長があったJということがみられたこともある

(上淵，2011)

2 先行研究

スクイグル、色彩分割法などはまさに「非言語的相互作用」である。「はがきアンサーコ

ラージ、ユ療法Jも相互性がある(藤掛， 2007)。

ここで「相互性」をもたらすアートセラピーについての先行研究について述べることとす

る。

①色彩分割法:志木、山崎 (2002)では rr問jの調整機能としての家族問の交互色彩分
割法Jと題し、夫婦関係においてアートセラピーを行った事例を述べている。

方法としては、画用紙を分割して線を引き交互に好きな色を塗っていくというものであ
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るo 何回か繰り返していくうちに、相手を気遣うことにより、「調和する作品Jが出来上が

り「非言語的相互作用」をもたらし、結果的に相互のわだかまりが和らぐというものであ

る。しかし、これはセラピストとクライエントという関係ではなく、家族問において行うも

のであったo

② スクイグル療法:iスクイグル技法」は殴り描きを行い、相手がそれをもとに殴り書き

を活かして絵を作成するものである。その行為を交互で行う。セラピストとクライエン

トで行うものである。

スクイグルの特徴と適用、注意点について、田中(1993)は以下のように述べている。

-相互の波長合わせが重要:クライエントの描画や投影にどのように波長を合わせるか

.クライエントとのコミュニケーションが目的

-相互関与性が豊かである

-治療者とクライエントの波長合わせや相性を可視的にする

このように、クライエントとセラピストの間でスクイグルは、強い度合いで直接「相

互性Jを作り上げるものである。セラピストの介入の度合いが強いものである。次にコ

ラージュ療法について述べるo

③ コラージュ療法1:藤掛0∞7a)では「はがきサイズの台紙を使ったコラージュ療法に
ついてJと題し、はがきコラージュについて述べている。

また藤掛 (2007b)では「描画における相互作用性Jと題してセラピストとクライエ

ントの関係をのべている。そこでは描画療法の二つの在り方が書かれている。それは

「鑑賞型」と「介入型」である。

「介入型」というのは、構造的にセラピストが仕掛け(紙を裏返してみる、切り離す、

並べ替える等)を行うものである。そこでは筆者が上で述べたセラピストの「自己開

示jの相互性には触れてはいない。次にアートセラピーにおけるより直接的な相互性に

ついて論じる。

④ コラージュ療法2:串崎 (2007)では大学院生を対象にクライエント役とセラピスト役

になり、コラージュ療法を行っている。「相互コラージュ・ウォッチワード・テクニッ

クの試み (2)Jというテーマである。これは二人組でコラージュ療法を行う。相手と

青手の切り抜きをつきあわせ、そこから連想するイメージをさらに切り抜いて行く。こ

の作業を繰り返すことにより、相互主観的な関係をもとにしたコラージュ作品ができあ

がるというものである。この方法は「意外な展開」、「取りいれJなど効果があると思わ

れる。

3.筆者の実銭の特徴:串崎 (2∞7)と異なり、本論文においては、ラポールが十分に出来
ない時点においてもセラピストとクライエントが各々、作品を作り、距離感をもちつつ、
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「相互主観的な関係」を保つことである。

筆者の研究の特徴はこの「セラピストとクライエントの程よい距離感Jと「介入性」の微

妙なバランスである。「程よい距離感Iとは、スクイグルほど侵入的ではないし、色彩分割

法のように向き合う距離感ではなく、また、はがきコラージュのように常に相手を想定して

いるものではないということである。前述のように本研究で強調をしたいのは、筆者の方法

は、クライエントとセラピストが各々作品を作るという「相互性jである。マイペースで作

品をお互いが作り、最後に見せ合うことで、相互の影響を与えたり受け取ったりするもので

ある。さらにセラピストが自分の作品を作成する際に「自己開示jを行っている点も本研究

の特徴であると考えらえる。

次に事例エピソードをもとに実践における「相互性Jについてふれる。

4 事例エピソード

① まず、虐待のケースでは(上淵， 2012)、筆者からのクライエントへの癒しの非言語的

メッセージをクライエントが受け止め、クライエント自身の作品にもその癒しが現れ、

回復の手立てとなったものがある。セラピストの作品をお守り代わりに持ち帰るクライ

エントがいた。臨床面接の枠を破ったと言えるが、現実世界では虐待が行われている、

せめてもの気持ちで筆者は作品をあげることを了承した。筆者がハートの絵を贈ったり

したり、クリスマスは、クライエントの家の経済的理由で楽しめないのでクリスマスツ

リーの絵をあげた。ハートのついた絵は穏やかに愛があることを念じて筆者は作品を

作った。それに対してクライエントはハートをとりいれた作品を次の回に描いた。筆者

のメッセージを受け止めてくれたのだろう。

クライエントの作品は回をふむにつれて、だんだんと穏やかな絵となったo

② さらに、思春期に多い言語化不可能な気持ちについて、非言語的なコラージュ療法を用

い、対人恐怖が和らいだ事例も筆者は体験した。目や口が切り抜かれた奇怪なコラー

ジュを初回にクライエントは作成した。筆者は対人恐怖のクライエントに対して人間の

あるコラージュを作成した。最終的にクライエントの作品は、年齢的に等身大の人聞が

穏やかに居るものとなった。

上述のように、従来の、クライエントの作品をセラピストが受け止め、ときには解釈を行

うのではなく、セラピスト自身も「自己開示Jし、クライエントの回復に向けて、「メッ

セージ性の高い作品」を共有の場で作成することは意味のあることであると考える。

③ 講義の中でもアートセラピーの学習場面において、「アンサーコラージュ療法」を筆者

独自の方法で行ったことがある。

その独自の方法とは、ペアになった学生二人が互いに「最近のストレス」についてまず話

しあい、次に、お互い相手のためにはがきコラージュを行い、はがきを渡すことである。

受講者の感想を以下に挙げる。
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「相手のことを思いながら作るのが面白かったです。癒し効果があることが納得できまし

た。」、「とても癒されてストレス解消になりました。相手に送るメッセージを切って貼りつ

ける作業も楽しかったです」、「相手が自分のことを思って作ってくれたのがうれしかったで

す」、「相手の為にやることは意識が(自分のためだけではなく)変わって違った楽しみ方が

出来ました」、「相手のはがきを見たりすることが出来たので違ほかのコラージュ療法とはま

た違った感覚で作業することが出来ました」、「ほんとにストレス解消になりました」などが

あった。

このように治療関係ではなくても、健常者においても相互性を利用することにより癒しが

得られることが感じ取れると考える。

④ そのほかのケースでは「人が苦手、嫌い、悪口を言われていると思うJとヘッドホンを

常にしながら、面接を受けるクライエントがいた。対人恐怖症であると思われる。コ

ラージュを一回行った。そこには、夕焼けと青空が一面に貼られていただけであった。

それに対して筆者は人物が沢山登場するコラージュを作成した。 5回目の面接ではヘッ

ドホンがとれて、落ち着いたようであった。

5.考察:

① 「相互性jのメリット

i 上で述べたように、アートセラピーの相互性は本論文では「セラピスト参加型Jであ

ることがポイントとなる。作品づくりを見守り、受け止めるのではなくさらに「介入的に」

セラピストがアートによってクライエントへメッセージを贈るのであるo

H スクウイグルや色彩分割法と「相互法Jとの違いについて述べる。クライエントとセ

ラピストの「距離感Jと「介入Jのバランスが異なると考えられる。相互法は距離感がある

程度ある。またセラピストの作品をみせることは、セラピストの「自己開示Jになるので強

いメッセージ性を持つ。

出 筆者の印象ではアート作品の相互法では対人恐怖のクライエントに役立つことが多

い。クライエントとセラピストの「距離感Jがちょうど良かったのではないか。

また子どもの虐待の事例のように子どもが「非言語的Jでコミュニケーションを行うほう

が、クライエントの素直な気持ちが現れると考えるo 特に「虐待Jというものについては言

葉で語ることは抵抗があると考えられる。

② 相互性の留意点

あるケース(上淵.2011)では面接最終回に「未知なる時間」と筆者が文字を切り抜いて

貼ると、クライエントが不安になり、必死にフォローしたという反省すべきケースもあっ

た。しかしだからこそセラピストのメッセージ性は相互法で高いと考えられる。

他の事例での相互法の適用範囲については今後の課題である。
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